
Ｅ
Ｃ
Ｉ
で
工
期
短
縮
コ
ス
ト
削
減

シンガポール　　　　　　
国立がんセンター新築工事

清水建設

　

概
　

要
　

最先端がん治療施設が誕生

▷実施者清水建設
▷実施国シンガポール
▷実施都市・地区アウトラム地区
▷プロジェクト関係者Ministry of Health/

Ministry of Health Holdings（発注者）、CI
AP ARCHITECTS（意匠設計）、ARUP
（構造設計）、AECOM（設備設計）

▷実施期間年５月年２月

　
ア
ジ
ア
で
も
有
数
の
医
療
水
準
を
誇
る
シ
ン
ガ
ポ

ル
で
は
現
在

政
府
主
導
の
下

さ
ら
な
る
高
度
医
療
施
設
の
拡
充
が
進
め
ら

れ
て
い
る

清
水
建
設
が
施
工
し
た
﹁
シ
ン
ガ
ポ

ル
国
立
が
ん
セ
ン
タ

﹂
プ
ロ
ジ

ク
ト
は

Ｓ
ｉ
ｎ
ｇ
ａ
ｐ
ｏ
ｒ
ｅ
　
Ｇ
ｅ
ｎ

ｅ
ｒ
ａ
ｌ
　
Ｈ
ｏ
ｓ
ｐ
ｉ
ｔ
ａ
ｌ
︵
Ｓ
Ｇ
Ｈ
︶
キ

ン
パ
ス
内
で
の
大
型
再
開
発
計
画
の
一
部
を
担
い

最
新
の
放
射
線
治
療

薬
物

療
法

手
術
療
法
に
対
応
し
た
先
進
的
な
施
設
を
備
え
て
い
る

特
に

患
者
へ
の
負
担
を
軽
減
す
る
陽
子
線
治
療
施
設
は

ア
ジ
ア

最
大
規
模
を
誇
る


外装にはユニタイズ式カーテンウィールを採用し、高い意匠性を実現（一部テラコッタ仕上げ）

陽子線治療室。木目調の壁材と調和のとれた色合いになっている

植物と水槽で装飾した階庭園。
統一感のある癒やしの空間となる

病院事務機能を上階に配置、
休憩所も併設した

　
プ
ロ
ジ

ク
ト
の
発
注
に
際
し
て

は

Ｅ
Ｃ
Ｉ
︵
施
工
予
定
技
術
者
事
前

協
議
︶
方
式
が
採
用
さ
れ
た

清
水
建

設
は

建
物
本
体
の
構
造
変
更
や
既
存

病
院
が
運
営
さ
れ
て
い
る
環
境
下
で
の

施
工
に
お
け
る
さ
ま
ざ
ま
な
工
夫
を
提

案
し

工
期
短
縮
や
コ
ス
ト
削
減
を
実

現
す
る
こ
と
で
受
注
を
決
め
た


　
陽
子
線
や
放
射
線
治
療
施
設
を
設
置

す
る
建
物
で
は

放
射
線
遮
蔽
︵
し


へ
い
︶
性
能
の
確
保
が
最
も
重
要
で
難

易
度
の
高
い
課
題
と
し
て
立
ち
は
だ
か


た


　
現
場
と
技
術
研
究
所
が
密
接
に
連
携

し

放
射
線
遮
蔽
シ
ミ

レ

シ

ン

を
繰
り
返
し
実
施
す
る
な
ど

総
合
力

を
結
集
し
て
こ
の
課
題
に
挑
み

高
い

完
成
度
を
誇
る
最
先
端
の
が
ん
治
療
施

設
が
誕
生
し
た


　
規
模
は
地
下
４
階
地
上

階
建
て
塔

屋
１
層
延
べ

万
７
６
４
８
平
方



最
高
深
さ

・
２


最
高
高
さ
１
４

４
・



構
造
は
杭
基
礎
で

地
下

柱
Ｓ
Ｒ
Ｃ
・
Ｒ
Ｃ
造

地
上
柱
Ｓ
Ｒ
Ｃ

・
Ｒ
Ｃ
造

梁
Ｒ
Ｃ
・
Ｓ
造

床
Ｒ
Ｃ

造
・
デ

キ
ス
ラ
ブ
と
な
る

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